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◆
平
成

「
七
年
度
日
本
留
学
フ
エ
ア
実
施
報
告

【
マ
レ
ー
シ

ア
】

日

時

”
ク

ア
ラ
ル

ン
プ

ー

ル

平
成

一
七
年

八
月

二
〇
日

（
土
）
一
一
:
○

○
～

一
九
:

○
○

ジ

ョ
ホ
ー
ル

バ
ル

平
成

一
七
年

八
月

二
二
日

（月

）
一
一
:
○

○
～

一
八
:

○
○

会

場

”
ク
ア

ラ
ル
ン
プ

ー
ル

ジ

ョ
ホ

ー
ル
バ

ル

主

催

”
独

立
行
政
法

人

日
本

学
生
支
援

機
構

マ
レ
ー

シ

ア
元
留

日
学
生

協

会

（
J
A

G

A
M
:

後

援

”
在

マ
レ
ー
シ

ア
日
本

国
大
使
館

マ
レ
ー

シ

ア
東

方

政
策

日
本
留

学

同

窓
会

（
A
L

E

P

S
:

）

来
場
者

数

”
合
計

二
三

一
六
名

（昨
年

六

一
九

八
名

）

内
訳

ク

ア
ラ

ル
ン
プ

ー

ル

一
五
六

六
名

ジ

ョ
ホ
ー

ル
バ
ル

七

五
〇
名

マ
レ
ー

シ
ア
に
お
け

る

日
本
留

学

フ

ェ
ア
は
、
今

回

で

一
四
回

目

の

開
催
と

な

っ
た

。
ジ

ョ
ホ
ー

ル
バ

ル
で
は
、

日
本

の
大
学
等

の
参
加

に

よ
る

フ

ェ
ア
と
し

て
は
初
め

て
の
開
催
と

な

っ
た
。

ク

ア
ラ

ル
ン
プ
ー

ル
会
場

に
は
、

マ
レ
ー
系
、

イ

ン
ド
系

、

中
華
系

の
学

生

が
バ

ラ
ン

ス
よ

く
訪

れ
、
奨

学
金

の
質
問
を

は

じ
め
、

工
学
系

の
大

学
院

や
英

語

で
学
位

取
得

可
能

な
大
学

に
関
す

る
質

問
が
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。

一
方

ジ

ョ
ホ
ー

ル
バ

ル
会

場

の
来
場
者

は
、

そ

の
ほ
と

ん

ど
が
中
華

系

の
高
校

生

で
、
学

部
に
関
す

る
質
問

が
多

数

で
あ

っ
た
が
、

日
本

の
大
学

院
を
希

望
す

る

マ
レ
ー

シ
ア
工
科

大
学

生

や
、

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
で
学

ぶ
学
生
も

見
受

け
ら

れ
た
。

両
会
場

通
し

て
日
本

の
ア

ニ
メ

i
シ

ョ
ン
や
自

動
車
に
関
す
る
質
問
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

ジ

ョ
ホ
ー

ル
バ

ル
で
の
初
開
催

と

い
う

こ
と
も

あ
り

、
来

場
者
数

は

必
ず

し
も
多

い
と

は
言
え

な

い
が
、

日
本
留
学

を
具
体

的

に
考

え

て

い

る
来

場
者

が
例
年
よ
り
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。

マレーシア会場大学ブース

◆
平
成

一
七
年
度
日
本
留
学
フ
エ
ア
実
施
報
告

【韓
国
】

日

時

”釜
山
平
成

一
七
年
九
月
二
日

（金
）
一
一
:
三
〇
～

一
九
:
○
○

ソ
ウ
ル

平
成

一
七
年
九
月
四
日

（日
）
一
〇
:
三
〇
～

一
八
:
O
O

会

場

”
釜
山

主

催

”独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

共

催

”財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
、
韓
国
日
本
留
学
人
聯

合
会
、
全
国
専
修
学
校
各
種
学
校
総
連
合
会
、
社
団
法
人

韓
日
協
会
、
社
団
法
人
東
京
都
専
修
学
校
各
種
学
校
協
会

社
団
法
人
釜
山
韓
日
交
流
セ
ン
タ
ー

後

援

H在
大
韓
民
国
日
本
国
大
使
館
、
在
釜
山
日
本
国
総
領
事
館

来
場
者
数

H合
計

四
〇
一
五
名

（昨
年
三
八
九

一
名
）

内
訳

釜
山

一
二
三
二
名

ソ
ウ
ル

ニ
七
八

三
名

今

年
度

よ
り

本
機

構

の
主

催

で
他

五
団
体

と

の
共
催

に
よ
り

大
学

、

専
門
学

校
及

び

日
本

語
学
校

併

せ

て

一
三
四
機

関

の
参

加
と

い
う
大

規

模
な

フ

ェ
ア
と
な

っ
た
。

総
来
場

者
数

は
、
昨
年

を
超

え
、

ど

の
ブ
ー

ス
も
多

く

の
面
談
者

で
活
気

に
満

ち

て

い
た
。

総
じ

て
、

日
本

に
対

し

て
高

い
関
心
を
有

し
て
お
り
、
好
意
的

で
あ

る
こ
と
が
窺
え
た
。

ま

た
、
今

年

の
留

学

フ

ェ
ア
は
、

日
韓
国
交

正
常

化

四
〇
周
年
を

迎

え

「
日
韓
友

情
年
」

記
念
事

業

と
し

て
日
韓

両
国
民

の
さ

ら
な

る
相
互

理
解
と
友
情
を
深
め

る
こ
と
を
め
ざ
す
事

業
と
し
て
認
定
を
受

け
た
。

韓国会場
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東
海

・
北
陸
地
区
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
協
議
会

主

催
：
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学

協

力
：
文
部
科
学
省

開
催

日
時
：

平
成

一
七
年

九
月

二
九

日

（木
）

～
三

〇
日

（金
）

会

場
：

ホ
テ

ル
グ
リ
ー

ン
パ
ー

ク
津

参

加
者
数
：

七
九

名

．
平
成

一
七
年

度
は

地
区
開

催
と

な

っ
て
お
り

、
全
国

七
地
区

で
開
催

さ

れ
る
。

・
共

通

テ
ー

マ
は

「
変

革

期
を

迎
え

た
大
学
運
営

と

メ

ン
タ

ル

ヘ
ル
ス

支

援
」

・

一
日

目

は
桜

ク
リ

ニ

ッ
ク
院

長
笠
原
嘉

先
生

に
よ

る

「
大
学

保
健
管

理
セ

ン
タ
ー

に

い
た
頃

を
思

い
出
し

て
」

と
題

し
た
基

調
講
演

に
始
ま
り

、
そ

の
後

五

つ
の
分
科

会

に
分
か
れ

て
活
発

な
意
見
交

換

・
討

議
が
行

わ
れ

た
。

・
二
日
目
は

一
日
目

に
引
き

続
き

分

科
会
、

続

い
て
全

体
会

議
が

行

わ
れ
た

。

◆
九
州
地
区
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

研
究
協
議
会

主

催
：
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
佐
賀
大
学

協

力
：
文
部
科
学
省

開
催

日
時
：

平
成

一
七
年

一
〇
月

一
三

日

（木
）
～

一
四
日

（金

）

会

場
：

は

が
く

れ
荘

参

加
者
数

H
六
九
名

・
平

成

一
七
年

度

は

地
区

開
催

と

な

っ
て
お

り

、
全

国

七

地

区

で
開
催

さ

れ
る
。

・
共

通

テ

ー

マ
は

「
変
革

期
を

迎
え

た

大

学

運
営

と

メ

ン

タ

ル
ヘ
ル
ス

支
援

」

・

一
日
目

は
九
州

産

業
大

学
峰

松

修

教

授

に
よ

る

「
大

学

教

育

と

メ

ン

タ

ル
ヘ
ル
ス

」

と

題

し
た

基

調

講

演

に
始

ま

り

、

そ

の
後

の
分

科

会

は

五

つ
の
会

場

に

分

か

れ

て
活

発

な
意

見
交
換

・
討
議

が
行
わ

れ
た
。

・
二
日
目
は

一
日
目

に
引

き
続
き

分
科
会

、
続

い
て
分
科
会

シ

ェ
ア
リ

ン
グ
が
行

わ
れ
た
。




